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１．はじめに 

 本校児童は，大変素直であり，日々教師の言うことをよく聞き学習に前向きに取り組んでいる。しかし，

授業中の様子を観察していると，自分の考えを積極的に発表したり進んで自分の考えを言ったりすること

のできる児童は少ない。また，発表する際にも，下を向き小さい声のため，十分な発表態度とは言えない。

全体的に，表現することについては消極的であり，児童からは｢恥ずかしい｣｢自信がない｣などの声が聞か

れる。 

 本校は，都城市の北部に位置し，周りを自然に囲まれた地域である。校区内には，城跡や文化財を残す

伝統的な場所でもある。小さい頃から家族や近隣の人などとは密に関わってきているが，他の人との関わ

りを持つ機会はあまり多くない。 

 児童の表現に対する現状を考えたときに，次の２点を感じている。 

 ① 伝えたいという意欲に欠ける。 

 ② あまり表現する活動を行っていない。 

 これまで｢自分の考えや思いをしっかりと表現できる児童の育成」という研究主題のもと，国語科の読み

取りの指導を中心に授業実践を通して３年間の研究に取り組んできた。その中で，少しずつ自分の考えや

思いを話したり書いたりすることができるようになってきた。ただ，その内容等を見ると自分が伝えたい

内容を十分に選択・整理されていなかったり，相手を意識したものになっていなかったりといった状況で

ある。 

２．研究の目的 

 現在，少しずつ高まりつつある｢表現する力｣をより向上させるためには，さらに学習活動の中で表現す

る場を設定し，｢伝える｣ことを意識した活動を仕組んでいくことが重要である。また，これまでの国語科

を中心とした取り組みに加え，より様々な表現方法に触れさせるために｢情報の収集・加工，情報の分析，

情報の発信｣という情報教育の観点から表現活動を行っていくことにより，情報活用の実践力の育成につな

がるとともに，児童の表現力の向上ができると考える。 

 具体的には，総合的な学習の時間において｢ミニプロジェクト学習｣の実践を通して進めて行く。特に，

学習の中に ICT を活用した｢考えて，まとめて，伝える｣という各段階を設定し，児童の考える場と表現す

る場を位置づけ｢自分の考えを伝える力｣の向上を目指す。また，ねらいとする目的と活用する ICT につい

ての評価シートを用いて，活動を通して目的が達成できたかを確認しながら学習が展開できるようにする。 
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【ミニプロジェクト学習】 

 

○ 10～20時間程度の課題解決学習。児童の実態や学習内容（教科等）と関連した 内

容に基づく学習を組 む。特定の目的・目標・狙いをもち，特定のテーマを解決す るた

めに期限付きで実施される活動とする。 

 

３．研究の方法 

 ３年生～６年生の総合的な学習の時間（７５時間）の中に，年間２本のプロジェクト学習（２５時間程

度×２本）を計画して実践を図っていく。その際，ICT の技術的な部分を育成する時間も活用する機器に

より確保していくようにする。主に，１学期は計画時期とし，各教師が本実践の意図を明確につかみなが

らできるように共通理解を図りながら，２学期以降で実践を計画していった。 

 計画の内容については，各学年の教科の学習内容と関連づけたり，地域の特性を考えたりしながら設定

することとした。特に，新学習指導要領の内容も考慮し，国語科・社会科との関連を図ることで，表現活

動のさらなる向上につなげることができるのではないかと考えた。また，自分たちの学習内容を一つ下の

学年に伝える活動を計画することで，学年間交流が図れるとともに，相手を意識した活動につながると考

えた。 

（１）ミニプロジェクト学習活動案の作成           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１ 活動案の具体例】 

 活動の内容がお互いがよくわかるように，また本活動が校内・校外へ広がっていくように，｢活動案｣（図

１参照）の作成を行った。活動案については，できるだけコンパクトに活動の目的や内容がわかるように

構成を次のように工夫した。 
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〇 本活動のねらい→活動の背景，育成する力，活動の概要について記す。 

〇 活動の大まかな流れ 

 →大きく３つの段階（調べる，まとめる，伝える）で活動の流れを記す。 

〇 本校の研究との関連 

 →本校研究で考えている育成すべき内容との関連を記す。特に，重点項目を記す。 

〇 ＩＣＴの活用について→本活動と関連したＩＣＴと具体的活用内容について記す。 

〇 本単元の評価について→本単元における具体的到達目標と２段階の項目を記す。 

〇 教科との関連→教科学習のどの単元と関連しているかを示す。 

 

 

（２）到達評価シート（伸びようシート）の作成

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          【図２ 評価シートの例】 

 

  活動終了後，児童が自己評価できるよ

うに「評価シート」（伸びようシート）を

作成した。 

 児童が，今回の活動でねらいとした力が

育成できたかを自分自身で振り返ること

ができることと教師側が児童の評価を受

けて内容により再度指導を行うことを目

的とした。特に，ＩＣＴに関する内容につ

いては「できる」「できない」と２つの段

階で判断し，児童がその力をできるだけし

っかりと身につけるようにした。本シート

で「できない」とした児童については，事

後再度個別指導を実施し活動でねらった

ＩＣＴ活用能力を身につけるようにした。

学年の実態に応じて「情報モラル」につい

ても身につけていくようにした。 

 また，作成物を振り返る項目も付加し， 

活動全体も振り返るようにした。その際，自由記述欄も設け，児童が学習をどうとらえたのかも把握でき

るようにし，活動の計画を振り返ることとした。 

 

４．研究の内容 

（１）年間の計画 

  各学年での年間を通じての計画は次の通りである。 
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学年 

 

活 動 名 活 動 内 容 
 
 
３年生 
 

 

 
①ふるさとの宝物をさがそう 〇 模造紙で調べたことを表現する。 
 
②福祉って何だろう 

 
〇 体験したことをもとに，内容をまとめデジタ 

ルカメラの画像を用い，模造紙で表現する。 
 
 
４年生 
 

 

 
①高城写真集をつくろう 〇 画像１枚とキャッチコピー，文で表現する。 
 

②高城紹介ポスターをつくろ

 う 

〇 複数の画像を用い，パソコンを活用しポスタ 

ー形式で表現する。 
 
 
 
５年生 
 

 

 
①宿泊学習をまとめよう 
 

〇 体験したことをパソコンを用いてパンフレッ
 ト形式で表現する。 

 
②１年間の成長をあらわそう 

 
〇 １年間を振り返り，プレゼンテーションにま 

とめて表現する。 
 
 
 
６年生 
 

 
 

 
①学校を宣伝しよう 
 

〇 画像，キャッチコピーを用いて，ポスターや 
ビデオ形式で表現する。 

 

②５年生に修学旅行を伝えよ

 う 
 

〇 体験したことをもとに，相手を意識してプレ 

ゼンテーション形式にまとめ表現する。 
 

（２）具体的実践内容（４年生の例） 

〇 高城紹介ポスターを作ろう 

 本単元は，高城地区を知らない人たちに「高城地区のよさ」を伝えるポスターを作成していく過程で，

ふるさとである「高城地区」について振り返り，様々な手段で情報を集め，それをもとにＩＣＴを適切に

活用しながら，ポスター形式で自分なりに工夫し構成してまとめるといった活動を通して情報活用の実践

力と表現する力を培うことをねらいとして設定した。また，４年生では，国語の学習で「ポスターと取扱

説明書を比べる」という学習を行い，ポスターについての学習（写真の配置，キャッチコピー，文字の形

・色など）を行っている。学習したことをもとにしての発展学習としても考えた。 

【本単元の大まかな流れ】 

 

 

 

 

ステップ１：ポスター作成のポイントと伝える内容を調べる。【５時間】 

  
○ 高城地区のよさについて考える。（２） 

 ・ 前単元の内容を活用し，｢高城地区のよさ｣をいくつかのポイントに絞る。 

○ 伝える内容について決定する。（１） 

 ・ 考えたり調べたりした内容を整理して，自分なりに何を伝えるのかを決める。 

○ ポスターのポイントについて考える。（２） 

 ・ 実際のポスターを確認し，特徴的なことについて調べる。 

 ・ 伝えたい内容を短い言葉（キャッチコピー）でまとめる。 

 ・ 大きな写真を使ったり，伝えたい内容を表す写真を使ったりする。 
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ステップ２：写真・キャッチコピーを構成してポスター形式にまとめる。【２０時間】 

  
○ デジタルカメラで撮影する。（１０） 

 ・ 様々な視点で撮影する。 

 ・ 伝えたい内容を表す写真を考えながら撮影する。 

 ・ 撮影したものの中から，今回活用する写真を選択する。 

 ・ 選んだ写真に対して，どんなキャッチコピーをつけるかを考える。 

○ ポスターを作成する。（１０） 

 ・ ポスター全体を考えながら，ポスターの構成を作成する。 

 ・ 写真の構成に応じて，キャッチコピーを配置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ３：ポスターセッションを行い，ポスターを見直す。【５時間】 

  
○ ポスターセッションを行い，各ポスターの良さと修正点について考える。 

○ ポスターの修正をする。 

○ 活動を振り返り自己評価をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＩＣＴ活用のポイント】 

 本単元では，ＩＣＴの活用を次の２点のポイントとした。 

〇 デジタルカメラでポスターで紹介したい場所の写真を撮影

する。 

〇 パソコンを活用し，数枚の写真とキャッチコピー，文章を

レイアウトしながらポスターを作成する。 

【活動の様子】 

 児童は，自分たちの考える紹介したい場所の画像をデジタル

カメラで撮影していった。その際，角度を変えたり，ズーム機

能を活用しながら数十枚の写真を撮影し，その中から必要と思

われる写真を選択していった。紹介したい場所が同じ場合，ほ

かのグループの撮影した写真も見比べながら選択していった。

パソコンによるポスター作成では，画像の大きさ・角度を変え

たり，文字の色や形を工夫したりして作成していった。当初は，

パソコンの機能ばかりに目を引かれていたが，グループごとに

見直しをしたり，校内の先生方に意見をもらう中で，キャッチ

コピーや文章の内容が重要であることに気づいていった。また，

互いの作品を見合う中で，他のグループの工夫を取り入れたり，

お互いの良さを認め合う姿勢も見られた。最後には，ポスター

セッションを行い，お互いの投票でどの一番よい作品を選出し

た。 
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６．研究の成果と今後の課題 

〇 実践後のアンケート調査から 

アンケート項目（％） できる だいたい あまり できない 

自分の思いや考えを上手に書けるようになったか   ２５    ４２   ２５      ８ 

適切な資料を選ぶことができるようになったか   ３８     ３２   ２２      ８ 

要点を整理し，資料作成ができるようになったか   ３７     ２８   ２７      ８ 

機器を活用して上手に発表できるようになったか   ４１     ２４   ２５    １１ 

ローマ字入力はできるようになったか   ４４     ３２   １５      ８ 

デジタルカメラは上手に使えるようになったか   ３６    ２６   ２４    １４ 

パソコン操作は上手になったか   ５２    ２２   １７      ９ 

 

 上記の結果より，本年度の取り組みにより，表現関係については６割強の児童が自分自身の変容を感じ

ることができたようである。実際，総合的な学習の時間だけでなく，日常の教科学習の中でも積極的に表

現しようとする姿勢が以前よりは増えてきている。ただ。約３割以上の児童が不十分であると感じており，

今後の課題の一つである。個人差はあるものの，児童の様子を振り返ってみると，まだ下を向いて発表し

たり，口があまり開いていないという面もある。よい発表の形を再度児童と確認しながら，項目を設定し

一つ一つができているかを確認しながら進めていく必要を感じた。 

 ＩＣＴの活用については，評価シートの活用もあり，文字入力やパソコン操作については７割以上の児

童が変容を感じることができた。デジタルカメラ操作については，「おおむねできる」と思っている児童

が６２％でやや劣る。これについては，パソコンが一人１台の環境であることに比べ，デジタルカメラの

台数も関係しているものと思われる。自信のない児童は，どうしても，他の児童に頼ったり，避けたりす

る傾向がある。 

 本実践を通して，教師側が積極的に「表現する場」を設定することで，児童は少しずつ自信を持ち表現

活動に取り組めるようになる。また，ＩＣＴを取り入れることで，自分の作品への満足度も増し，意欲の

向上や活動への楽しみにつながっている。 

 

 

【参考 web ページ】 

○http://kayoo.org/ 「火曜の会 HomePage」 


